（１）　標準型募集要項（例）






標準型＜設計業務付帯型＞設計競技

募集要項




・地方自治体が発注者である場合の公共インフラの詳細設計をデザインの提案者に発注することを前提とする。
・各事業への適用にあたっては、実施事業に特有の事項をふまえ、適切に修正して用いること。
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〇趣旨・目的
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
設計競技方式の公平性、透明性及び競争性を確保し、適正かつ円滑な運用を行うことを目的とする。

１．設計競技の概要
（１）設計競技実施の背景、求める解決課題
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．設計競技の内容
（１）競技名称　○○○○設計競技
（２）主催者　　○○県○○部
（３）業務内容、対象箇所

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
委託する業務の範囲、現状等を、応募者に明確に示す。必要に応じて、図や写真も提示する。

【対象箇所の現状】
自然環境
周辺のまちの歴史、最近の動き
解決すべき課題
関連する取組

【コンセプト】
周辺のまちのコンセプト
対象箇所のコンセプト　etc

（４）設計競技の仕組み
設計競技は審査委員会において、二段階審査で実施します。
最優秀提案をした者を○○○詳細設計業務の契約交渉相手方とします。
また、詳細設計業務を委託された者には、当該業務を通じて特段の問題がないと判断される場合、施工時のデザイン監理業務を随意契約にて委託します。
（参考 詳細設計の委託期間　○○年　○月頃から　○○年　○月　○日まで（予定））必要に応じて、工程表や実施体制図等を示す。

　○○○詳細設計業務　委託費用　○○万円程度）

（５）賞金等
３．応募資格参加を求める者の資格の設定にあたっては、設計競技実施の可否を検討する際に抽出された課題を適切に解決できる者を排除してしまうことのないよう配慮が必要である。設計競技実施内容により入札参加資格者名簿に登録が必要な場合がある。

本設計競技に応募できる者は、次に定める内容を全て満たす者又はグループとします。ただし、グループで応募する場合は、グループを構成する者（以下「グループ員」という。）のうち、代表となる者（以下「グループ代表者」という。）を定めたうえ、グループ員全てが次の内容を全て満たしていることとします。

（１）地方自治法施行令第167条の４の規定（一般競争入札に参加させないことができる事由等）に該当しないと認められる者（同条第２項各号のいずれかに該当すると認められることにより、〇〇県入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受け、その措置期間を経過した者及び同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認められる者を除く。）又はその者を代理人、支配人その他の使用人若しくは入札代理人として使用する者。

（２）民事再生法（平成11年法律第225号）第21条第１項又は第２項の規定による再生手続開始の申立てをしていない者又は申立てをなされていない者であること。ただし、同法第33条第１項の再生手続開始の決定を受けた者については、再生手続開始の申立てをしなかった者又は申立てをなされなかった者とみなす。

（３）会社更生法（平成14年法律第154号。以下「新法」という。）第17条第１項又は第２項の規定による更生手続開始の申立て（新法附則第２条の規定によりなお従前の例によることとされる更生事件（以下「旧更生事件」という。）に係る新法による改正前の会社更生法（昭和27年法律第172号。以下「旧法」という。）第30条第１項又は第２項の規定による更生手続開始の申立てを含む。以下「更生手続開始の申立て」という。）をしていない者又は更生手続開始の申立てをなされていない者であること。ただし、新法第41条第１項の更生手続開始の決定（旧更生事件に係る旧法に基づく更生手続開始の決定を含む。）を受けた者については、更生手続開始の申立てをしなかった者又は更生手続開始の申立てをなされなかった者とみなす。

（４）主たる事務所の所在地の都道府県における最近１事業年度の都道府県税に係る徴収金を完納していること。

（５）最近１事業年度の消費税及び地方消費税を完納していること。

（６）募集開始日から契約締結日までの期間において、次のアからウのいずれにも該当しない者であること。

ア：○○県入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受け、その措置期間中の者又は同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当すると認められる者（同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認められる者を除く。）
イ:〇〇県公共工事等に関する暴力団排除措置要綱に基づく入札参加除外措置を受け、その措置期間中の者又は同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当すると認められる者（同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認められる者を除く。）
ウ：〇〇県を当事者の一方とする契約（〇〇県以外の者のする工事の完成若しくは作業その他の役務の給付又は物件の納入に対し府が対価の支払をすべきものに限る。以下同じ。）に関し、入札談合等（入札談合等関与行為の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の処罰に関する法律（平成14年法律第101号）第2条第４項に規定する入札談合等をいう。以下同じ。）を行ったことにより損害賠償の請求を受けている者（この募集開始日までに当該請求に係る損害賠償金を納付した者を除く。）

要求する書類の分量が過大にならないように注意。

４．提案内容、提出書類 等
（１）参加（提案）申込書
前述の本設計競技の趣旨と対象箇所の現況、コンセプト等に基づいて参加（提案）者の考えをまとめ、周辺のまち、対象箇所に対する考え方を提示してください。

（２）提出書類
〇競争参加者の概要
①主要業務、同種及び類似業務の実績（過去〇〇年間に完成した設計業務）及び、当該業務の管理技術者、照査技術者、担当技術者、デザイン監理者
※同種業務とは・・・
※類似業務とは・・・
※管理技術者、照査技術者、担当技術者、デザイン監理者については、特定された場合、本業務に携わる技術員について記載

〇提案内容
「５　設計条件」をもとに対象箇所の整備の考え方を伝えるものを作成してください。
①提案の考え方（A4・自由様式）　　　 　　　　1枚
②平面図：縮尺１/１００～１/５００程度　 A3　１～２枚
③横断面図：縮尺１/１００程度　　　　　　A3　1～2枚
④パース又はスケッチ：着色仕上げ　　　　 A3　2～3枚
※図面には寸法を記入してください。
※その他、必要と思われるものは適宜、追加をしてください。
※平面図・横断図について、必要である場合は、ホームページ（http//・・・）にて掲載しております。
※提出書類には、提案者が特定できる記述（氏名、会社名、記号等）を入れないでください。
※第2段階の審査も同じ資料にもとづき実施します。

５．設計条件
提案にあたっては、以下の条件をふまえてください。
【提案の範囲】
【周辺道路、河川、港湾等公共構造物の前提条件】
【提案対象物の維持管理上の条件】
【提案対象物の構造条件】（橋梁の場合：橋長、道路規格、構成断面等）
【価格条件、類似構造物の参考費用】　　
【その他の配慮事項】
【参考図】　　　　　　　　　　etc　　

競争参加者のクリエイティビティを適切に引き出すため、スペックとして示しやすい事項に限らず、文化、歴史、景観、市民活動との関係性、事業実施の体制に対する事項などデザインの方向性、デザイン作成にあたって考慮すべき要求事項を明確に示す。

６．要求事項
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


７．設計競技スケジュール
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　   　　　　　　公募開始
○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　　　　　　　 説明会
随時　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 質問書の受付・回答
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　     　　　　　　質問書の受付締切
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　   　　　　　　質問書への回答期限
　　○○年　○月　○日（　）～　○○年　○月　○日（　） 作品応募受付期間
　　○○年　○月　○日（　）【予定】　　　　　　　　　　　一次審査
　　○○年　○月　○日（　）【予定】　　　　　　　　　　　一次審査結果発表
　　○○年　○月　○日（　）【予定】　　　　　　　　　　　二次審査
　　○○年　○月　○日（　）【予定】　　　　　　　　　　　最優秀提案者決定・発表
　　（参考）
　　○○年　○月　○日（　）～　○○年　○月　○日（　） 詳細設計期間


８.　応募方法
（１）提出期間
○○年　○月　○日（　）～　○○年　○月　○日（　）

（２）提出方法
郵送（郵送代行含む）又は持参してください。
郵送の場合、○○年　○月　○日（　）　○時　○分必着とします。

（３）提出先
〒○○○－○○○○　○○県○○市○○○○

（４）提出物
４．提案内容、提出書類、等　に記載の書類

（５）応募に必要な経費等について
郵送料など、応募に必要な経費の負担者を示す。
質問事項は、質問票の様式を定めて受け付けるのが良い。
記録に残すため、文書による質問を基本とする。

９.　質問事項の取扱いについて
（１）受付方法

（２）質問提出先

（３）質問受付期間

（４）質問の回答方法
受付けた質問の内容及び質問に対する回答は、○○年　○月　○日（　）までに、〇〇ホームページで公開します。公開にあたっては、質問者を特定できないようにして行います。

（５）次のような質問に対しては回答しません。回答しない項目を提示しておくことが望ましい。

質問者の個人的な意見や、質問者の提案しようとする内容についての是非を問うもの。
段階審査の場合、段階別の審査方法を記載する。透明性を高めるため、審査プロセスの全てを公開にすることが望ましい。書類審査については議事録公開などの手法もある。

10.　審査及び発表
（１）審査方法
【１次審査】
提案された応募作品をもとに書類審査を行います。
【最終審査】
公開の場で、１次審査通過者によるプレゼンテーションにて審査を行います。審査日時等については１次審査通過者に個別に連絡します。審査方式はどのような基準で評価・選定するのかについて明示しておく。
設計条件や要求事項に応じて評価要素別に評価基準を記載することが望ましい。
段階審査の場合、段階別の審査基準を記載する。


（２）審査基準
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）審査委員
委員長　○○ ○○　（○○大学大学院○○学研究科　教授）
委　員　○○ ○○　（○○大学大学院○○学研究科　教授）
委　員　○○ ○○　（○○大学大学院○○学研究科　准教授）
委　員　○○ ○○　（○○株式会社　代表取締役）
委　員　○○ ○○　（NPO法人○○○○　代表）審査委員会等において、提案内容に対する定性的な評価が最終的な結果に大きく影響するため、その選定根拠や選定プロセスについては、十分な透明性を確保する努力が必要である。そのため、委員は事前公表することを原則とする。
ただし、事業所管課等は、最優秀提案の決定までの間、委員と提案者との間に利害関係が生じたり、不正行為を行ったりすることを防止するため、提案者から委員への故意の接触の禁止について、事前周知を徹底するものとする。










（４）賞金等
①一次審査までに要した一切の経費については、提出者の負担とします。
②二次審査においてプレゼンテーションを行う場合に限り、詳細な検討、パース図等視覚資料作成等の対価としプレゼンテーション実施者（社）に各々○○万円を支払います。

（５）審査の結果、ふさわしい提案がない場合の取扱い
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（６）発表の時期と方法
①　選定結果、選定理由について1次審査後、及び2次審査後速やかに発表します。
②　公表についてはホームページにて実施します（http://・・・）。

1１.　失格事項
応募者が次のいずれか１つに該当する場合は失格とします。最優秀作品を決定した後に、次のいずれか１つに該当した場合も同様に失格とします。失格事項は改めて明記しておくことが望ましい。

（１）提出方法、提出先、受領期限に適合しないもの

（２）資格を満たさなくなった場合もしくは資格を満たさないことが明らかになった場合

（３）書類に虚偽の記載をした場合

（４）委託金額の上限額を超える金額で応募した場合

（５）審査の公平性に影響のある行為を行ったと認められる場合

1２.　注意事項
（１）応募提案は未発表かつ自作のものに限ります。

（２）参加（提案）に伴う提出物は返却しません。

（３）設計競技の成果物に対する著作権（著作権法（昭和45年5月6日 法律第48号）第21条から第28条までに規定する権利）は、競争参加者に帰属するものとします。その後、最優秀提案者により詳細設計（基本設計を含む場合がある）を行う場合の成果物の取扱いについては、『建築設計業務委託契約書』（国土交通省：2015）の「条文（A）」に倣うものとします。また、その設計により施工を行う場合、最優秀提案者によるデザイン監理を実施するものとします。

（４）最優秀提案が、第三者の知的財産権を侵す場合、その他本要項の規定に違反していることが判明した場合は、決定後であっても、決定を取り消します。また、類似と認められる場合も取り消す場合があります。（実施編５-1　知的財産の扱い　参照）
なお、これに伴い発生した紛争、損害等については、全て競争参加者が責任を負うものとし、主催者は一切の責任を負いません。

（５）提案されたデザインが、本募集要項で示した条件に合致した形では実現できないことが明らかになった場合又は提案書に記された内容から費用の増大や質の低下が生じることが明らかになった場合には、それが当該デザインの提案者の責によらないときや軽微なものであるときを除き、それ以降の設計やデザイン監理等の契約を、当該提案者と行わないことができるものとします。

（６）応募資格を確認するために証明書等の提出を求める場合があります。

（７）最優秀提案者が辞退、その他の理由で契約締結に至らなかった場合は、他の応募提案のうちで、審査での評価の高かった提案者から順に契約交渉の相手方とすることがあります。

（８）本件委託業務に係る契約の締結は、本事業に係る〇〇県等の予算が確定し、その予算の執行が可能となることにより行うものとします。
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（２）チャレンジ型募集要項（例）







チャレンジ型設計競技

募集要項



・地方自治体が発注者である場合の公共インフラの詳細設計におけるデザイン監理をデザインの提案者に発注することを前提とする。
・各事業への適用にあたっては、実施事業に特有の事項をふまえ、適切に修正して用いること。
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〇趣旨・目的
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
設計競技方式の公平性、透明性及び競争性を確保し、適正かつ円滑な運用を行うことを目的とする。

１．設計競技の概要
（１）設計競技実施の背景、求める解決課題

２．設計競技の内容
（１）競技名称委託する業務の範囲、現状等を、応募者に明確に示す。必要に応じて、図や写真も提示する。

（２）主催者
（３）業務内容、対象箇所
（４）設計競技の仕組み
1次審査により複数の優秀提案を選定し、その優秀提案者は、自由交渉により設計技術に関する高度な専門能力を有する建設コンサルタントとチームを編成して、実現可能性を高めた修正提案を作成し、最終審査に提出します。建設コンサルタントに求める専門能力は、構造検討、図面作成（平面図、断面図）、検討結果の整理、概算費用の算出、照査等とします。
最終審査での最優秀提案者とチームを組んだ建設コンサルタントを、○○○詳細設計業務の契約交渉相手とします。なお、最優秀提案をした応募者は、詳細設計におけるデザイン監理者となることを条件とします。
　　（参考 詳細設計の委託期間　○○年　○月頃から　○年　○月　○日まで（予定）
　　　○○○詳細設計業務　委託費用　○○万円程度）

チャレンジ型設計競技の場合、最優秀提案者は、専門の建設コンサルタント等による詳細設計のデザイン監理を行うなど、設計競技後の事業スキームなどをわかりやすく提示する。




３．応募資格参加を求める者の資格の設定に当たっては、設計競技実施の可否を検討する際に抽出された課題を適切に解決でき者が応募できるよう配慮しなければならない。設計競技実施内容により入札参加資格者名簿に登録が必要な場合がある。

本設計競技に応募できる者は、次に定める内容を
全て満たす者又はグループとします。ただし、
グループで応募する場合は、グループを構成する者
（以下「グループ員」という。）のうち、代表となる
者（以下「グループ代表者」という。）を定めたうえ、
グループ員全てが次の内容を全て満たしていることと
します。
（１）次のアからキまでのいずれにも該当しない者であること。
ア：成年被後見人
イ：民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により
なお従前の例によることとされる同法による改正前の民法（明治29年法律第89号）第11条に規定する準禁治産者
ウ：被保佐人であって契約締結のために必要な同意を得ていないもの
エ：民法第17条第１項の規定による契約締結に関する同意権付与の審判を受けた被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ていないもの
オ：営業の許可を受けていない未成年者であって、契約締結のために必要な同意を得ていないもの
カ：破産者で復権を得ない者
キ：地方自治法施行令第167条の４第２項各号のいずれかに該当すると認められる者（同項各号のいずれかに該当すると認められることにより、〇〇県入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受け、その措置期間を経過した者及び同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認められる者を除く。）又はその者を代理人、支配人その他の使用人若しくは入札代理人として使用する者
（２）民事再生法（平成11年法律第225号）第21条第１項又は第２項の規定による再生手続開始の申立てをしていない者又は申立てをなされていない者であること。ただし、同法第33条第１項の再生手続開始の決定を受けた者については、再生手続開始の申立てをしなかった者又は申立てをなされなかった者とみなす。
（３）会社更生法（平成14年法律第154号。以下「新法」という。）第17条第１項又は第２項の規定による更生手続開始の申立て（新法附則第２条の規定によりなお従前の例によることとされる更生事件（以下「旧更生事件」という。）に係る新法による改正前の会社更生法（昭和27年法律第172号。以下「旧法」という。）第30条第１項又は第２項の規定による更生手続開始の申立てを含む。以下「更生手続開始の申立て」という。）をしていない者又は更生手続開始の申立てをなされていない者であること。ただし、新法第41条第１項の更生手続開始の決定（旧更生事件に係る旧法に基づく更生手続開始の決定を含む。）を受けた者については、更生手続開始の申立てをしなかった者又は更生手続開始の申立てをなされなかった者とみなす。
（４）主たる事務所の所在地の都道府県における最近１事業年度の都道府県税に係る徴収金を完納していること。
（５）最近１事業年度の消費税及び地方消費税を完納していること。
（６）募集開始日から契約締結日までの期間において、次のアからオのいずれにも該当しない
者であること。
ア：○○県入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受け、その措置期間中の者又は同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当すると認められる者（同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認められる者を除く。）
イ：〇〇県公共工事等に関する暴力団排除措置要綱に基づく入札参加除外措置を受け、その措置期間中の者又は同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当すると認められる者（同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認められる者を除く。）
ウ：〇〇県を当事者の一方とする契約（〇〇県以外の者のする工事の完成若しくは作業その他の役務の給付又は物件の納入に対し府が対価の支払をすべきものに限る。以下同じ。）に関し、入札談合等（入札談合等関与行為の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の処罰に関する法律（平成14年法律第101号）第2条第４項に規定する入札談合等をいう。以下同じ。）を行ったことにより損害賠償の請求を受けている者（この募集開始日までに当該請求に係る損害賠償金を納付した者を除く。）


要求する書類の分量が過大にならないように注意。

４．提案内容、提出書類、等
（１）参加（提案）申込書
前述の本設計競技の趣旨と対象箇所の現況、コンセプト等に基づいて提案者の考えをまとめ、周辺のまち、対象箇所に対する考え方を提示してください。
（２）提出書類
対象箇所の整備の考え方を伝えるものを作成してください。
①提案の考え方（A4・自由様式）　　　 　　1枚
②平面図：縮尺１/１００～１/５００程度　 A3　1～2枚
③断面図：縮尺１/１００程度　　　　　　　A3　1～2枚
④パース又はスケッチ：着色仕上げ　　　　 A3　1～2枚
※図面には寸法を記入してください。
※その他、必要と思われるものは適宜、追加をしてください。
※平面図・横断図について、必要である場合は、ホームページ（http//・・・）にて掲載しております。
※提出書類には、提案者が特定できる記述（氏名、会社名、記号等）を
入れないでください。　　　　　　　etc.


５．設計条件
提案にあたっては、以下の条件をふまえてください。
【周辺道路、河川、港湾等公共構造物の前提条件】
【提案対象物の維持管理上の条件】
【提案対象物の構造条件】
【価格条件、類似構造物の参考費用】　　
【配慮事項】
【参考図】　　　　　　　　　　etc　　


６．要求事項


７．設計競技スケジュール
標準型募集要項（例）参照


８．応募方法


９．質問事項の取扱いについて

10．審査及び発表


1１．失格事項


1２．注意事項
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（３）アイデア公募型募集要項（例）









アイデア公募型設計競技

募集要項



[bookmark: _GoBack]地方自治体が発注者である場合を想定して、要項に書き込む例を示すもので、各事業への適用にあたっては、実施事業に特有の事項をふまえ、適切に修正して用いること。
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〇趣旨・目的
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
設計競技方式の公平性、透明性及び競争性を確保し、適正かつ円滑な運用を行うことを目的とする。


１．事業の概要について
（１）コンセプト

（２）企画意図

（３）事業実施時期

（４）事業実施場所

（５）事業実施者


２．設計競技の内容
（１）設計競技名　　〇〇地区活性化アイデア設計競技

（２）主催者提案を求める範囲を、応募者に明確に示す必要がある。


（３）業務内容、対象箇所

（４）設計競技の仕組み

（５）賞金
最優秀提案（1名）　賞金10万円、賞状
優秀提案　（4名）　賞金１万円、賞状〇〇〇〇〇〇円（消費税及び地方消費税を含む）

参加を求める者の資格の設定に当たっては標準型募集要項（例）を参照にするが、設計競技における最優秀提案者等との契約行為の有無などを考慮した上で、応募資格はできるだけ幅広に設定することが望ましい。

３．応募資格
本設計競技に応募できる者は、次に定める内容を全て満たす者又はグループとします。ただし、グループで応募する場合は、グループを構成する者（以下「グループ員」という。）のうち、代表となる者（以下「グループ代表者」という。）を定めたうえ、グループ員全てが次の内容を全て満たしていることとします。
（１）・・・・・・・・・・
（２）・・・・・・・・・・

４．応募作品について
（１）本設計競技の審査はポスターデザインで行います。応募の際の提出物について、明示しておく必要がある。委託する業務の範囲を、応募者に明確に示す必要がある。発注者のビジョン（地元との協議を経て策定したビジョンを含む）を応募者に理解してもらう事を目的に、設計競技実施の趣旨を明確に示す。

（２）応募提案の形式は、日本工業規格Ｂ列２番縦型とします。
Ｂ２縦

（３）表現にあたっては、写真、イラスト、コンピューターグラフィックスなど自由に構成して構いませんが、完成版ポスターのサイズで印刷したときに、それぞれ鮮明に印刷できるものとしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．設計競技スケジュール
　　○○　年　○月　○日（　）　　　　　　　                  公募開始
随時　　　　　　　　　　　　　　　                      質問書の受付・回答
　　○○　年　○月　○日（　）　　　　　　                    質問書の受付締切
　　○○　年　○月　○日（　）　　　　　　　   　　　　　　　 質問書への回答期限
　　○○　年　○月　○日（　）～　○○　年　○月　○日（　）　作品応募受付期間
　　○○　年　○月　○日（　）　【予定】　　　　　　　　　　　審査・ 最優秀作品決定・発表
標準型募集要項（例）参照

６．要求事項

７．応募方法
　例）
（１）提出期間
（２）提出方法
郵送（郵送代行含む）又は持参してください。
郵送の場合、○月　○日　○時　○分必着とします。
（３）提出先　
（４）提出物
ア：応募作品
イ：参加申込書
（５）応募に必要な経費等について
郵送料など、応募に必要な経費の負担者を示す。

８．質問事項の取扱いについて標準型募集要項（例）参照


９．審査及び発表　

10．失格事項

11．注意事項　
（１）応募提案は未発表かつ自作のものに限ります。
（２）参加（提案）に伴う提出物は返却しません。
（３）設計競技の成果物に対する著作権（著作権法（昭和45年5月6日 法律第48号）第21条から第28条までに規定する権利）は、応募者に帰属するものとします。ただし、本設計競技主催者である○○県が応募作品を結果通知・広報等の目的に使用することについて、応募者は許諾するものとします。
（４）最優秀提案者及び作品については〇〇にて公表します。
（５）最優秀提案が、第三者の知的財産権を侵す場合、その他本要項の規定に違反していることが判明した場合は、決定後であっても、決定を取り消します。また、類似と認められる場合も取り消す場合があります。（実施編５-1　知的財産の扱い　参照）
なお、これに伴い発生した紛争、損害等については、全て応募者が責任を負うものとし、主催者は一切の責任を負いません。
（６）最優秀提案のデザインを、〇〇県が補作・修正の指示をし、完成版ポスターとすることがありますので、予めご了承ください。
（７）応募資格を確認するために証明書等の提出を求める場合があります。
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（４）デザインビルド付帯型募集要項（例）









デザインビルド付帯型設計競技

募集要項



・地方自治体が発注者である場合の公共インフラの詳細設計、施工一括発注を前提とする。
・各事業への適用にあたっては、実施事業に特有の事項をふまえ、適切に修正して用いること。
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〇趣旨・目的
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
設計競技方式の公平性、透明性及び競争性を確保し、適正かつ円滑な運用を行うことを目的とする。

１．設計競技の概要
（１）設計競技実施の背景、求める解決課題
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・委託する業務の範囲、現状等を、応募者に明確に示す。必要に応じて、図や写真も提示する。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


２．設計競技の内容
（１）設計競技名
（２）主催者
（３）業務内容、対象箇所
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（４）設計競技の仕組み参加を求める者の資格の設定に当たっては、設計競技実施の可否を検討する際に抽出された課題を適切に解決できる者が応募できるよう配慮しなければならない。
　設計施工一括の設計競技の場合、入札参加資格者名簿に登録があるなど、設計競技実施者の入札参加資格が必要であるとともに、設計競技内容に応じた施工実績も求める。
また、建設業法における技術者を専任で配置できることが必要となることが多い。


３．応募資格
（１）企業に関する条件（共同企業体として応募する際は、
工事を担当するものを代表者とし、代表者は以下の
①～③、⑤～⑦の条件に該当すること。設計を
担当する者は以下の④～⑦の条件に該当すること）
①〇〇年度○○市入札参加有資格者名簿に登録されており、入札参加申請書提出時点において、〇〇または○○の登録種目に登録されていること。
②建設業法に基づく「○○工事業」の特定建設業許可を有すること。
③〇〇年度以降において、官公庁、○○道路公社、〇〇高速道路（株）・・・発注の元請として、〇〇、○○の新設または更新工事を完成させた実績を有すること。
④次の資格のいずれか一つを有する設計技術者を配置できる事
・技術士法による建設部門の技術士（選択科目を「〇〇」とするもの）の登録を受けている者
・上記と同等の能力と経験を有する者として国土交通大臣が認定した者
・RCCM（〇〇部門）の登録を受けている者
⑤各種税の未納がないこと
⑥建設業法による営業停止処分を受けていないこと
⑦地方自治法施行令第167条の４の規定に該当しない者であること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．提案内容、提出書類、入札等応募の際の提出物、入札について、明示しておく必要がある。

　　　　
（１）提案申込書
前述の本設計競技の趣旨と対象箇所の現況、コンセプト等に基づいて提案者の考えを
まとめ、周辺のまち、対象箇所に対する考え方を提示してください。

（２）提出書類
〇参加（提案）者の概要
主要業務、同種及び類似業務の実績（過去〇〇年間に完成した設計業務）及び、
当該業務の総括責任者（管理技術者）、照査技術者、主任技術者、デザイン監理者
同種工事の実施実績（過去○○年間に完成した工事）及び当該工事の実施体制
〇提案内容
「５　設計条件」をもとに対象箇所の整備の考え方を伝えるものを作成してください。
①提案の考え方（A4・自由様式）　　　 　　　 1枚
②面図：縮尺１/１００～１/５００程度　  A3　3～5枚
③断面図：縮尺１/１００程度　　　　　　 A3　1～2枚
④パース又はスケッチ：着色仕上げ　　　　A3　1～2枚
※図面には寸法を記入してください。
※その他、必要と思われるものは適宜、追加をしてください。
※平面図・横断図について、必要である場合は、ホームページ（http//・・・）にて掲載しております。
※提出書類には、提案者が特定できる記述（氏名、会社名、記号等）を入れないでください。
　　　　　　
（３）入札について
技提案の内容に基づいて積算した金額をもって入札すること。

５．設計条件
提案にあたっては、以下の条件をふまえて下さい。提案を求める対象について、技術的な条件および、管理条件、要求仕様等を明示しておく必要がある。

①・・・・・・・・・・・・・・・・・
②・・・・・・・・・・・・・・・・・
③・・・・・・・・・・・・・・・・・
④・・・・・・・・・・・・・・・・・　
標準型募集要項（例）参照

６．要求事項

７．設計競技スケジュール
○○年　○月　○日（　）　　　　　　　   　　公募開始
○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　） 参加申請書の受付期間
○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　　　 参加資格審査結果の通知
○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　） 設計競技説明書等に関する第1回質問書の受付期間
○○年　○月　○日（　）　　　　　　　   　　第1回質問書への回答
設計・施工一括発注案件は提案資料の作成作業が膨大になる場合が多い。必要に応じて、質問を段階的に受け付ける場合もある。



　　○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　）  第2回質問書の受付期間
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　        第2回質問書への回答
　　○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　）  応募受付期間
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　      一次審査
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　      一次審査結果発表
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　      二次審査
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　      最優秀提案者（入札参加資格者）決定
　　○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　）  入札書受付期間
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　      改札
　　○○年　○月　○日（　）　　　　　　　　      評価結果の公表及び、落札者決定
　　（参考）
　　○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　）  詳細設計期間
　　○○年　○月　○日（　）～　○月　○日（　）  施工期間

８．応募方法

９．質問事項の取扱いについて
標準型募集要項（例）参照

10．審査及び発表
　
11．失格事項

12．落札者の設計・施工
落札者は、提出した技術資料に基づき設計・施工しなければならない。但し、契約後に生じた新たな課題への対応等、前提条件の変更に伴い、提案内容の一部変更が必要となる場合がある。
　この場合、設計に係る費用については原則として変更は行わない（受注者の責によらない前提条件の変更の場合を除く）。

13．注意事項応募作品の取扱い、著作権にかかる取扱いなどを事前に定めておく必要がある。
標準型募集要項（例）参照

（１）・・・・・・・・・・
（２）・・・・・・・・・・
（３）・・・・・・・・・・
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１－３．設計競技実施に必要な様式例
設計競技の中身となる提案書はそれぞれの設計競技において様式が異なるが、その他の必要となる提出書類について、ここでは主な様式を例示する。実際には、設計競技の発注者が求める内容によって、様式は適切に整える必要がある。

【様式 1】　参加（提案）申込書
【様式 2】　団体の概要
【様式 3】　業務実績
【様式 4】　業務実施体制
【様式 5】　技術者の資格・実務経験
【様式 6】　質問票
【様式 7】　事前説明会参加届

書式編　原論 / 共通編 / 実施編 / 分野別編 / 書式編 / 分野別編



【様式 1】

〇〇（設計競技等名称）参加（提案）申込書

　　○○年　○月　○日
〇〇（主催者）　様

（申込者）
所在地
商号又は名称
　  氏名又は代表者名　　　　　　　　印

〇〇（設計競技等名称）に参加したいので、本件募集要項を承知の上、関係書類を添えて申し込みます。
なお、関係書類の全ての記載事項は事実と相違ないこと、「（〇〇設計競技）募集要項」に記載された応募資格を具備していること及び募集要項に記載された事項を遵守することを誓約します。
	ふりがな
	

	氏名

	
(法人の場合は法人名、グループの場合はグループ代表者名)

	所在地


	

(グループの場合はグループ代表者の所在地)

	グループ名

	
(グループの場合のみ)

	連絡先


	電　　　話：　　　　　　　　　
FAX：
電子メール：
担当者氏名：

	PRポイント
	




	※受託希望金額

	億
	千万
	百万
	拾万
	万
	千
	百
	拾
	円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※デザインビルド付帯型など、業務の対価も含めて審査の対象となる案件等、受託希望価格を求める場合は必要。




【様式 2】
団体の概要
	団体名称
	

	本社等所在地
	

	○○県内の拠点の所在地
	

	代表者
	

	設立年月日
	
	資本金（千円）
	

	沿　　　　革
	

	従業員数
	

	主な業務内容
	

	財務状況
（過去３年）
	年　度
	
	
	

	
	総資本
	
	
	

	
	自己資本
	
	
	

	
	経常利益
	
	
	

	
	流動資産
	
	
	

	
	流動負債
	
	
	


· 株式会社以外の応募に係る「資本金」及び「財務状況」欄の記入については、相当する内容で作成してください。

（応募に関する担当連絡先）
	フ リ ガ ナ
氏　　名
	
	部署・職名
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	電子メール
	




【様式 3】
業務実績
○○年度以降、元請として完了した〇○に関連する業務の履行実績の概要を記入してください。
	件名
	

	委託者
	

	履行期間
	

	業務概要
	

	件名
	

	委託者
	

	履行期間
	

	業務概要
	

	件名
	

	委託者
	

	履行期間
	

	業務概要
	

	件名
	

	委託者
	

	履行期間
	

	業務概要
	




【様式 4】
業　務　実　施　体　制
	本委託を行う場合の実施体制を記入して下さい。

	





品質管理体制
情報管理体制




【様式 5-甲】
技術者の資格・実務経験
	1 氏名
	2 生年月日
	3 勤務地

	4 所属・役職
	5 本業務での役割（該当するものを囲む）
管理技術者／照査技術者／デザイン監理者／担当技術者

	6 従事分野の経歴（直近の順に３つまで記入）
1） ○年　○月～　○年　○月（○年　○ヶ月）
2） ○年　○月～　○年　○月（○年　○ヶ月）
3） ○年　○月～　○年　○月（○年　○ヶ月）

	7 保有資格（技術士、RCCM、建築士など）


	8 受賞実績（賞名、受賞年、共同受賞者がいる場合は全員の氏名、その他特筆事項）

	9 類似業務実績（○○年度以降　※概ね直近○年）

	年度
	件名
	業務概要
	委託者

	
	
	従事した内容
	

	


	
	
	

	
	
	
	

	


	
	
	

	
	
	
	

	


	
	
	

	
	
	
	



【様式 5-乙】

	10 本業務における担当内容（アピール欄）

	⑪本業務以外に担当する業務の有無
有　　・　　無
	（有の場合、その業務数）



【様式 6】

○○（設計競技等名称）質問票
　　○○年　○月　○日
〇〇（主催者）　様
（質問者）
所在地
商号又は名称
担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	質問内容
	質問理由等

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※質問に対する回答は、〇〇ホームページに公開します。個別回答はいたしません。
※記入欄が不足する場合は、適宜追加してください。その際、質問票が２ページ以上になっても
構いません。


【様式 7】

○○年　○月　○日

○○（主催者）　様


○○（設計競技等名称）

事前説明会参加届


所在地
団体名
担当者氏名 (フリガナ)
所属・職名
電話番号
ファックス
電子メール


下記のとおり申し込みます。

	団体名
	

	参加者職氏名
	（職）　　　　　　　　　（氏名）

	
	（職）　　　　　　　　　（氏名）


注１　この申込書は、○○年○月○日（　）午後○時○分までに（必着）提出して
ください。
（電子メールで送付される際、開封確認等で着信を確認してください。）
２　説明会当日は、募集要項等を持参してください。
３　参加は各団体○名までとします。



